
【取組内容】 国語科における自由進度学習

印西市立六合小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

｢個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

学習計画表

児童の進捗状況
を共有

〈考察〉
・小学校２年生の国語科において、学
習計画表を用いて学習の進め方を選択
する学習形態に取り組んだ。一人でど
んどん学習を進める児童、友達と確認
しながら学習を進める児童、先生に教
えてもらいながら学習を進める児童と、
児童が学習の仕方を選択できることで
主体的に学ぼうとする力が生まれてき
た。一人で進めている児童も、学習の
途中で友達の考えを聞いて交流する時
間を設けることで学習に広がりが生ま
れた。
・学習支援ソフトを使って、児童の進
捗状況を共有した。学習計画を把握す
ることで、教師は児童の進度や困り感
を把握し、タイムリーに支援すること
ができた。児童は他の児童の進捗状況
を知ることで、自分の学習の進度を調
整しながら学習を進めることができた。

多様な学習形態で活動する児童の様子



【取組内容】 情報活用能力育成の指導体系表

印西市立六合小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各学年で身に付けさせたい情報活用能力を表で示し、共通理解する。

低学年
カメラ撮影
写真

検索・収集
 <低学年>
様々な学習場面
でカメラ機能を
使って記録・提出
を行うことで、操
作に慣れることが
できた。

検索・収集
 <高学年>
様々な学習活動
の中で、アンケー
トツールを使って
情報収集を行い、
得た情報を発信す
ることができた。



【取組内容】 情報活用能力育成のためのタブレットタイム

印西市立六合小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

毎週水曜日の朝は「タブレットタイム」と称して、全学年で情報
活用能力向上を目指して取り組んでいる。朝の会後の１５分（１モ
ジュール）で、ドリルソフトやタイピングソフトなどを使って基本
操作の向上を図ったり、学習支援デジタルツールを使って情報の整
理・共有をしたりしている。

タイピング練習の様子 情報の整理の様子



【取組内容】 スプレッドシートやチャット機能を活用した情報共有の効率化

印西市立六合小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【打合せ記録簿のクラウド化】
会議前に記録簿に伝達内容を入力
しておくことで、会議時間の短縮
につながった。
また、会議不在時でもスマート
フォン等から入力でき、伝え漏れ
や伝え忘れを減らすことができた。

【チャット機能の活用】
校外学習の定期連絡や帰校連絡について、
チャットでやりとりすることで電話応対の時
間が減り、全職員が即座に状況を把握できた。
また、日頃から連絡手段として活用すること
で、場所や時間を選ばず効率的に職員同士が
連携できるようになった。



【取組内容】 お便り配信アプリ・Googleクラスルームを利活用した保護者との連携と協働

印西市立六合小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【学校行事のオンライン視聴】
宿泊学習内の日程をお便り配信アプリで家庭へ
周知し、Googleクラスルームにて当日の児童の
様子を保護者や学校職員へリアルタイムでオン
ライン配信し、情報を共有した。メール配信よ
りも児童の様子が伝わり、双方にとっての安心
と信頼につながった。

【保護者と協働した活用】
保護者有志が主催する「六合サマーフェ
スタ」では、タブレット端末を活用し校
内ウォークラリーを実施した。事前の打
合せにはGoogleクラスルームを活用した。
当日の運営を保護者が、職員とICT支援
員は操作方法等の支援をした。児童が実
際に活動することで、三者のICT活用能
力を推進・向上することができた。


